
事 業 計 画 書 (案) 

2026 年度 指定生活介護事業所 のぞみ共同作業所 

 

1．事業運営基本方針 

(1)利用者の望む地域生活を実現できるよう、安心して通うことができる環境を整え、様々

な方法で社会参加の機会を提供する。 

(2)地域との結びつきを重視し、他の福祉サービス事業所、医療機関等との連携を図りなが

ら誰もが安心して暮らせる地域づくりを推進する。 

(3)感染症や災害への対応力を高め、利用者、職員、地域住民等にとって安全で安心できる

事業所を目指す。 

 

2．今年度事業目標  

(1)利用者が多くの人と出会い、生活の中に希望や楽しみを見つけることができるよう、多

種多様なプログラム活動を提供し、「来ると元気になる事業所」を目指す。 

(2)地域の相談窓口としての役割を意識し、医療機関や他の相談支援機関との連携を深める。 

(3)多様な障がいに対応した適切な支援を提供し、また福祉従事者として求められる資質を

備え高められるよう、研修等へ積極的に参加する。 

 

3．事業内容 

(1)プログラム活動 

内容や開催時間等を工夫することで、利用者が安心して参加できるプログラム活動を実

施する。利用者の希望を取り入れながら調理やスポーツ、創作活動等プログラム内容の充実

を図り、利用者が日常生活の中で興味の幅を広げられるよう支援する。 

各種プログラム活動を通じ、利用者同士が良好な関係を作ることができるよう支援する。

特に人との関わりに自信が持てない利用者を対象に少人数グループでの活動を実施し、人

とゆるやかに関わる機会を提供する。また、利用者一人ひとりの多様なニーズに応えるため、

必要に応じて個別のプログラムを実施する。 

(2)相談支援 

利用者の将来の希望や地域での生活について、利用者や利用者家族に寄り添いながらじ

っくりと思いを聞かせていただき、希望する生活の実現に向けてともに考える。 

(3)地域交流活動 

地域住民の障がいに対する理解を深めるため、公民館での講座など地域の活動に積極的

に参加する。また、地域に向けての障がい者福祉に関する啓発イベントの企画に協力する。 

実習生、見学者、ボランティアを受け入れ、事業所の活動内容や、地域で暮らす利用者の生

活について広く知ってもらう機会とする。 

(4)生産活動 



内職やポスティング等の生産活動に取り組む機会を提供する。また、創作活動プログラム

の作品を活かし、パンと雑貨のお店「はぴすま」等で継続して販売できるような商品の開発

に取り組むことで、利用者の活動意欲の向上につなげる。 

(5)職員の資質向上 

研修も業務の一環と捉え、支援の技術や福祉制度を学ぶ研修に積極的に参加する。参加し

た職員からの伝達研修の機会を設け、事業所の職員全員の資質向上を目指す。 

(6)情報提供 

機関紙や施設内掲示板、インスタグラム、のぞみ福祉会のホームページ等を活用し、利用

者やその家族に必要な情報を提供するとともに、広く地域住民に事業所の活動内容や大切

にしていることをお知らせする機会とする。また、日々の支援の中で連携する他機関の職員

から得られる情報を大切にし、支援が必要なタイミングだと思われる利用者に適切に情報

を提供できるよう準備する。 

(7)感染症や災害に対する取り組み 

コロナウイルス、インフルエンザをはじめとする感染症の予防に努める。職員は研修等を

通じて正しい知識を身につけ、利用者に対して正しい情報を提供し、必要に応じて相談を受

ける。防災についても最新の制度等についての情報を収集するよう努める。事業所内 BCP

を整備し、BCP を活用して避難訓練や勉強会を行う。 

 

4．営業日、日課、年間予定  

(1)営業日(営業時間)、休日、サービス提供時間  

営業日：原則として月曜日から金曜日の午前 9 時～午後 6 時までとする。 

休日：土曜日、日曜日、祝日、その他、8 月 13 日～16 日、12 月 29 日～1 月４日。 

サービス提供時間：営業日の午前 9 時～午後５時までとする。  

(2)月間予定  

調理(月4回)、創作(月4回)、フリースペース(週1回)、グループワーク(月6回)、パソコン

サロン(月2回)、ヨガ教室（月3回）、外出 (月1回)、ピンポン(月1回)、ボッチャ（月1

回）、便り製本作業(月1回)、看護師さんを囲んで（月1回）、ピアカウンセリング本人(月1

回)、エンジョイ♪音の会(月1回)、第2金曜日の会(月1回)、利用者ミーティング(月1

回)、内職作業(月8回) 

(3)年間予定 

手話教室(年 4 回)、防災訓練(年 3 回)、誕生日会（年 3 回）、生活介護連絡会（偶数月）、歯

科検診(年 1 回)、季節を感じよう(年数回)、初心者向け麻雀講座(年 4 回)、初心者向け将棋

講座(年 4 回)、劇プログラム(年 4 回)、のぞみ共同作業所作品展(年１回) 



事 業 計 画 書（案） 

2026年度 指定就労継続支援 B型事業所 ブルーリボン 

  

1．事業運営基本計画  

(1)利用者がお互いを尊重し合い、安心して通所し活動できる場を提供する。  

(2)地域との繋がりを大事にし、地域の一員であることを感じながら、事業所の活動や生産

活動に取り組めるよう支援する。  

(3) 地域や行政と協働し、利用者が抱える生活のしづらさの解消を目指し、地域社会におい

て利用者が持つ本来の力を発揮できるよう支援する。  

(4)関係機関との連携を密にし、制度に繋がっていない当事者の利用促進に努める。  

(5)ブルーリボンの働く場を必要としている当事者のニーズに合わせ、柔軟な活動や支援体

制を心がけ、より多くの方を受けいれる。 

  

2．支援目標  

(1)利用者が安心して通所し、ブルーリボンで自分らしく働き続けられるよう、ストレング

スの視点を持ちながらニーズを確認し、利用者の持つ可能性を引き出す支援を行う。 

(2)生産活動や創作的活動を通して利用者がお互いの個性を尊重し合い、達成感や充実感を

得ることで、地域で生活する意欲が増進するよう支援する。  

(3)利用者の様々な就労希望を実現するために、必要な情報提供を行い、就労機関と速やか

に連携する。また就職後、継続して就労できるよう利用者が相談や休息できる場を提供する。 

(4)制度に繋がっていない当事者の利用の受け入れを積極的に行うため、ブルーリボンの魅

力を様々な形で発信していく。  

(5)利用者が自分らしく働き、得た収入で希望や目標を実現できるよう支援する。時給や平

均工賃の増加のため、販売先の拡充や喫茶店舗営業、コーヒー染めの販売方法などを工夫し、

売り上げアップを目指す。 

  

3．支援内容 

(1)生産活動 

○喫茶店舗の営業 

  店舗スペースを有効に使い、利用者、家族、地域住民、関係機関等が気軽に集え、交流

できる場を目指す。これまでの喫茶店の営業とういう形に拘らず、喫茶スペースや製菓、コ

ーヒー染めといったブルーリボンの強みを活かした交流の場を創造する。 

〇コーヒー染め 

 利用者のニーズに寄り添い、個々の思いを表現できる生産活動を目指す。魅力ある自主製

品作りを意識し、従来の作品や取り組みを大事にしながら、新しい作品づくりにも積極的に

取り組む。だれもが参加でき、コーヒー染めを通して活動の意欲や心身の健康維持に繋がる



よう、内容や取り組み方を常に工夫していく。  

〇施設外支援 

 ブルーリボン以外にさたけん家、トイレ清掃、ふれあいサロン当番、出店販売等、様々な

働く場を提供する。それらの機会を通し、利用者が地域で自身が担いたい役割や仕事を見つ

け、社会参加していくことを目指す。また今ある仕事だけでなく、日々の活動や利用者の希

望に合わせ新たな仕事を作っていくことを常に意識し工夫する。 

〇工賃の向上 

 喫茶店舗の営業、製菓の製造、コーヒー染め、施設外就労等、全ての生産活動において、

原材料の高騰などに合わせ価格の見直しや販売方法を検討する。 

また利用者と共に工賃向上に取り組むため、現状の売り上げや支出について確認する機

会を大事にし、生産性の向上や販売促進に繋げていけるように検討する機会を提供する。 

製品の質や衛生意識の向上も大事にし、内部研修や掃除、整理整頓の意識を高めることを

目指す。 

（2）その他の活動 

〇余暇プログラム支援 

 朗読工房、チャンゴ、ヨガ、昼食会等、余暇を楽しむことで働くことだけではなく、日々

の生活がより充実するように機会を提供する。現状あるプログラムだけでなく、希望を伺い

ながらないものは実施できるように努めていく。 

〇生活支援プログラム 

 長く働き続けることができるよう、利用者の体調管理者や生活に関わる必要な支援やプ

ログラムの機会を提供する。また、年代に合わせた声掛け、他の支援期間と連携を積極的に

取りながら支援を行う。 

（3）利用者の将来を見据えた支援  

 生産活動やプログラムは利用者が中心であることを大切にし、活動を通して更なる目標

や希望が生まれ、将来を一緒に考えていく支援を目指す。利用者の目標や希望を適切に把握

し、家族や他の関係機関と連携しながら、見通しを持った働き掛けを行う。  

  

4．職員の資質向上を目指して  

職員の資質向上をめざし、権利擁護や利用者との関わりに関する研修に参加し全職員で

共有する。また、地域の中でまだサービスに繋がっていない当事者の積極的な受け入れを促

進するためにも、日々の活動からも利用者への支援の在り方を検証し、利用者との面談の機

会を増やす。すべての職員が高い意識で支援に取り組めるように、法人内での情報交換や外

部研修などに積極的に参加する。また経験年数に拘らず、それぞれの気づきやアイデアを共

有し、個別支援に活かせるように職員会議の内容を強化する。  

  



5．営業日・日課・年間予定ほか  

  ブルーリボン  

(1)営業日  原則月曜日から金曜日  

(2)休日  原則土・日・祝日、8 月 13 日～16 日、12 月 29 日～1 月 4 日  

(3)サービス  

提供時間  

原則開所日の 9 時～17 時  

(4)年間予定  防災訓練(年 2 回)、障害者施設歯科健診、地域交流、レクリエーション(月

1 回程度)  

 

 



事 業 計 画 書 

2026年度 相談支援事業 シード 

 

1．事業運営基本計画 

(1)障がい者が地域社会の中で、その人らしく暮らせるよう関係機関と連携を図り相談支援

を実施する。 

(2)地域において障がい者を支えるネットワーク充実のため、関係機関との連携強化、社会

資源の改善、開発を推進する。 

(3)障がいのある児童が、心身ともに健やかに育成されるよう支援する。 

(4)相談支援事業所の数および質の向上を図り、のぞみ福祉会が目指す相談支援の在り方を

実践していく。 

 

2．事業内容  

(1)指定特定相談支援事業・指定障害児相談支援事業(サービス等利用計画作成) 

・利用者やその家族から相談を受け、アセスメントを実施し、利用者が思い描く地域生活

の実現に向けプランニング(サービス等利用計画の作成)を行う。 

・ヘルパー事業所や日中活動の事業所、教育機関などの利用が必要な場合は、利用申請や

利用定着の支援を行う。 

・相談の内容により、専門性の高い機関へつなげる。 

・利用者の個性を把握し、障害福祉サービス事業者に対して「その人らしい暮らし」を支

援できるように助言、調整を行う。 

(2)指定一般相談支援事業(地域移行) 

・障害者入所施設や救護施設に入所している障がい者又は精神科病院に入院している障が

い者を対象に、地域に移行する準備や移行後の相談及び支援を行う。移行準備では、利用者

の希望や条件に合った住居や生活支援サービスなどを探し、契約や手続きなどをサポート

する。 

・地域に移行する前後の支援では、医療、福祉の関係者と連携をとりながら利用者の希望す

る生活の実現に向けてあらゆる方策を模索する。 

 

3．相談支援充実への取り組み 

(1)専門性の向上と体制強化： 主任相談支援専門員を中心に、より高度な判断が求められる

ケースへの対応力を強化する。また、定期的なミーティングやケースカンファレンスを通じ

て、担当者一人で抱え込まず組織的にベストな解決策を模索する体制を維持する。 

(2)多様な相談形態の定着： 訪問や面談を基本としつつ、ICT（パソコンやタブレット等）

を活用したリモート会議や相談についても継続する。 

(3)家族支援と関係機関連携： 精神的なしんどさを抱える家族など、世帯全体の課題に耳を



傾け、地域包括支援センター等と連携して必要な支援につなげる。 

(4)現場理解とモニタリング： 利用者の生活実態を正確に把握するため、居宅やサービス提

供事業所への訪問を強化し、情報共有の内容をふまえた質の高いモニタリングを実施する。 

(5)業務効率化の推進： クラウド型相談支援ソフトをフル活用し、情報の共有化と業務継続

性の向上、事務作業の効率化を図る。 

 

4．その他 

(1)人材育成と地域貢献 

 • 計画的な内部研修の実施と外部研修への参加により、職員全体のスキルの向上を図り、

より良い支援体制を目指す。 

• 「吹田市障がい児者計画相談支援事業所連絡会」や「吹田市地域会議」に積極的に参画し、

現場の課題提言や情報共有を通じて、地域全体の相談支援の質的向上に努める 

(2)相談受付時間・休日 

・相談受付時間：月～金10：00～18：00 

・休日：土・日・祝日、その他、８月１３日～８月１６日および１２月２９日～１月４日 



事 業 計 画 書  

2026年度 指定共同生活援助事業(介護サービス包括型) エスペランサ 

(住居名 エスペランサ(住居1) ピオラのぞみ(住居2) 

 プレジールのぞみ(住居3) ピオラのぞみサテライト エスペランササテライト)  

 

1．事業運営基本計画  

(1)地域の一員として普通の生活を希望する利用者に「住まい」としての役割を果たし、

その人らしい生活を組み立てていく過程に関わることで、安心して生活できることを目的

とした事業運営を目指す。 

(2)職員は関係機関との連携を深め、研修に積極的に参加し、障がい者の生活支援を学

び、利用者の質の高い生活に資するよう努める。 

(3)関連する法律がさまざまに変化する中にあっても、利用者の生活を守るため安定した

運営を行う。 

 

2．支援目標  

(1)一人ひとりが個性や能力を十分に発揮して、主体的に生活できるよう、個々の生活目

標に沿った適切な支援を行う。 

(2)利用者が日常生活を支障なく送れるよう、安全で快適な生活環境を整える。 

(3)利用者の生活状況を把握し、医療機関・関係機関と連携しながら、利用者の健康保持

に努める。 

(4)利用者が単身での生活を希望する場合、円滑に移行できるよう支援する。 

(5)災害時の対策については日頃から利用者とともに考え、より実践的な訓練等を行う。 

(6)利用者が近隣住民との関係を良好に保てるよう努める。 

(7)自立生活援助事業の指定を受け、グループホーム退居後の生活においても継続した支

援を行う。 

 

3．支援内容  

(1)共同生活援助計画の作成 

 利用者の意向を確認して共同生活援助計画を作成し、定期的な評価・見直しを行う。 

(2)生活に関する支援 

 共有スペースの清掃、設備・器具の維持管理、食事提供を行う。栄養に関するアドバイ

ス、調理、買物など、家事全般への幅広い相談に応じる。利用者の許可の下、職員のみ、

または職員と利用者との共同で各々の部屋の清掃を行い、過ごしやすい環境作りに努め

る。また必要に応じて、本人の希望があれば書類等の手続きなどの同行を行い、生活面で

不安が減るような支援を行う。 

(3)相談支援 



 訪問による日々の相談、希望や状況に応じての通院時・入院時支援を行う。必要に応じ

て面談の機会を提供し、抱えている問題を解決できるように努める。また日常生活に関わ

るさまざまな情報の提供や、必要な社会資源とのコーディネートを行う。  

(4)入居者ミーティング・レクリエーション 

利用者同士の円滑な関係の維持や快適な生活環境を整えるため、入居者ミーティングを

定期的に開催する。またレクリエーション活動を通して生活の充実や楽しみを提供する。 

(5)地域連携推進会議の開催 

 活動方針や環境整備などについて意見を交換し事業運営に生かしていくため、利用者  

及びその家族、世話人、生活支援員、地域関係者等で構成される会議の準備・開催をす

る。また構成員によるグループホーム訪問を行ない、利用者との関係作り・グループホー

ムの環境の確認等をしていく。 

会議と訪問によってサービスの透明性や利用者の権利擁護・地域への理解促進やより質

の高い支援へとつなげていく。 

(6)適切な支援体制の構築 

 職員間での連携を深め、法人内外での研修を通して支援の内容を検討し、職員全体の資

質を向上させ、より良い支援体制を目指す。 

(7)一人暮らしを希望される利用者への支援 

一人暮らしを希望される利用者に対して、個別支援計画の中にもその旨を記載し、具体

的な相談支援を行っていく。 

(８)自立生活支援 

 単身での生活を希望する利用者に、共同生活援助計画に基づき退去後の住居の確保や在

宅サービスの連絡調整等、退去に向けた支援を行う。また、退去後の新しい暮らしに馴染

むため、個別支援計画に基づき職員が訪問や連絡調整などの支援を行う。 

(9)権利擁護 

 職員は適切な個人情報の取り扱いに努め、虐待事例などに学び、常に権利擁護について

の意識を高める。利用者相互に持つ権利について一人ひとりが理解し、より良い関係を築

いていけるよう支援する。 

(10)地域との関係づくりと安全の確保 

 利用者が安心して生活できるよう、防災、防犯に努め、地域防災訓練、自治会活動等に

積極的に参加する。また地域住民の理解を深めるための活動も行う。近年の台風や豪雨の

被害、大雪による公共交通機関の機能停止等も踏まえ、災害時の備品や備蓄食料を定期的

に確認し安全を確保できるよう努める。 

(11)健康管理 

 職員は利用者の同意を得て、検査結果や診断内容を把握できるよう努める。生活上配慮

するべきことがある場合には、主治医や関係機関と相談、連携しながら支援する。 

(12)感染症対策 



 感染症予防と蔓延防止のため、適切な情報提供・予防や対策に努めるとともに、状況に

応じて活動内容を調整する。社会情勢に合わせつつも安心して暮らしていけるように、引

き続き対策を講じつつ支援にあたっていく。 

 

4．年間行事予定 

入居者ミーティング…利用者全員が集まりやすい夕食会の後等、住居毎に適宜行なってい

く。 

防災訓練…年3回程度(独自訓練に加えマンション防災委員会、地区自治会等と連携) 

防災ミーティング、机上訓練…年2回以上(入居者ミーティング時等) 

レクリエーション、季節行事など…入居者ミーティングで決定。住居単位や合同でのレク

リエーションも希望により行なう。 

食事会…行事食や旬のものを取り入れ彩りのある食生活を支援する。また2024年10月下

旬よりエスペランサ・プレジールにて週３日(月・火・木)、2025年9月よりピオラにて週

2日(火・木)、希望者に弁当(夕食用)を提供している。弁当に関しても季節に合わせたメニ

ューを意識し栄養面だけでなく食の楽しみも提供する。2026年度も感染対策を行ないなが

ら提供をしていく。 

個別の食事作り…2023年度の冬から希望があれば個別に調理の指導・助言を行う機会を設

けている。利用者からも引き続き希望があり、また生活力の向上にも結び付いていると感

じるため、2026年度も希望に沿って行なっていきたいと考えている。 

 


